
調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

溶解・定容

【水質】

濃ｷﾞ酸 pH3.5

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
APCI-ポジティブ又はネガ
ティブ及びLC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [5] 0.09
   [11] 6
   [12] 0.6
   [19] 1
   [21] 0.5
   [30] 25
   [35] 0.2
   [37] 0.3

分析条件：
 機器
  LC：Agilent 1100
  MS：API3200
 カラム
  L-column ODS
  150mm×2.1mm、3µm又は
  Mightysil RP-18 GP
  150mm×2.0mm、5µm

1,000mL Bond Elut Jr. NEXUS
10mL/分

酢酸ｴﾁﾙ 5mL

LC/MS/MS-SRM-APCI-
ポジティブ又はネガティブ

溶出

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

注1）[11]及び[30]については、振とう抽出後GC/MS-SIM-EIにて初期環境調査対
象物質[8]等と同時分析された例があった。
注2）[11]及び[30]については、固相抽出後GC/MS-SIM-EIにて初期環境調査対象
物質[52]と同時分析された例があった。
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[5]O -エチル=O -4-
ニトロフェニル=
フェニルホスホノ
チオアート（別
名：EPN）

[11]N ,N -ジエチル
チオカルバミン酸
S -4-クロロベンジ
ル（別名：チオベ
ンカルブ又はベン
チオカーブ）

[12]3-(3,4-ジクロ
ロフェニル)-1,1-
ジメチル尿素（別
名：ジウロン又は
DCMU）

[19]チオりん酸
O ,O -ジエチル-O -
(2-イソプロピル-
6-メチル-4-ピリミ
ジニル)（別名：
ダイアジノン）

[21]テトラクロロ
イソフタロニトリ
ル（別名：クロロ
タロニル又は
TPN）

[30]2-(2-ベンゾチ
アゾリルオキシ)-
N -メチルアセト
アニリド（別名：
メフェナセット）

[35]N -メチルカル
バミン酸2-sec -ブ
チルフェニル（別
名：フェノブカル
ブ又はBPMC）

[37]りん酸ジメチ
ル=2,2-ジクロロ
ビニル（別名：ジ
クロルボス又は
DDVP）

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ
1mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｼﾞｳﾛﾝ-d6 10ng

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固又は
乾固直前まで

精製水 10mL

固相抽出pH調整

洗浄

水質試料
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[30]2-(2-ベンゾチ
アゾリルオキシ)-
N -メチルアセト
アニリド（別名：
メフェナセット）

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
p -ﾀｰﾌｪﾆﾙ-d14 50ng

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【生物】（ng/g-wet）
　 [30] 0.3

分析条件：
  機器
  GC：HP6890
  MS：HP5973MSD
  又はGCMS-QP2010plus
 カラム
  DB-17又はDB-5MS
  30m×0.25mm、0.25µm

【生物】

遠心分離

ENVI-
 Carb SPE Tubes 0.25g
洗浄：ﾍｷｻﾝ 6mL
溶出：ﾄﾙｴﾝ 6mL

ﾍｷｻﾝ 1mL

洗浄

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
1mLまで

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
 1mL まで

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
乾固

GC/MS-SIM-EI
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ﾒﾀﾉｰﾙ飽和ﾍｷｻﾝ 10mL

湿重量10g

5％塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 100mL
ﾍｷｻﾝ 30mL×2回

5％塩化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液
150mL×2回

2,000rpm、10分間ﾒﾀﾉｰﾙ 25mL

生物試料 ホモジナイズ

2回繰り返す

転容

カラム
クリーンアップ

振とう抽出 振とう抽出

カラム
クリーンアップ

濃縮

5%含水ﾌﾛﾘｼﾞﾙ 3g
洗浄：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(20:80) 30mL
溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(20:80) 30mL

濃縮濃縮


